
４月 HUG だより  

情報提供者  やましろ小児科  山城武夫  

４月のテーマ：登園・登校とお休みの判断について  

 

4 月になり、入園，進級、小学入学、進級子どもたちにとって新しい先生、お友  

達と慣れるまで緊張と、時間がかかります。親御さんは園に早く慣れさすために少  

々体調がすぐれなくても、前日発熱しても今朝は平熱だからと無理をして登園させ  

たいお気持ちを持たれます。  

 まず、感染症については原則、他者に感染をさせない。即ち、うつさない状態は  

ウイルスなり、細菌なりが排出していない状態が良いのです（例えばインフルエン  

ザであれば合併症がなければ、発症後 5 日、かつ、解熱後 2 日、幼児は 3 日経過  

すれば登園登校可能です）。  

 

各疾患の出席停止期間の一覧表は日本学校保健会「学校感染症と出席停止期間」  

にありますし、日本小児科学会のホームページから「学校、幼稚園、保育所におい  

て予防すべき感染症の解説」から個々の病気の解説欄に記載されていますので、  

お休みの判断の参考にしてください。（参考として、日本学校保健会「学校感染症  

と出席停止期間」を紹介しておきます。学校保健 311 号別刷 B 表  (hokenkai.or.jp) ）  

 私は HUG だよりの 3 月のメッセージとして「お母さん、お父さんの五感を育児  

にはたらかせてください」と書いてきましたが、「この元気さは何時ものと違う主

治さんに相談しよう。」「便の状態は硬さ、色、匂いが気になる。やはり食事制限、

食事療法をする必要があると思われるときには登園を差し控えよう。」という判断

は普段からのお子さまの状態観察、状況判断によるところが大いにあります。  

 乳幼児は脱水症に陥りやすいです。嘔吐、下痢、食事を摂らない時など注意しま  

しょう。  

手の甲の皮膚をつまみ、はなしても戻るのに 3 秒以上かかる、指の爪を強めにつ  

まみ指が白くなった状態から、はなしてももとのピンク色に戻るのに 3 秒以上かか  

るときや乳児の大泉門が何時もと違いへこんでいる時などは脱水の状態があると考  

えましょう（ユーチューブなどで勉強しておきましょう）。  

 感染症でも適当な処置、対処方法で登校、登園が可能な場合があります。例え

ば、手足口病、伝染性紅斑（リンゴ病）、あたまじらみ、伝染性軟属腫（みずい

ぼ）、伝染性膿痂疹（とびひ）などですが、主治医の先生のご意見を伺いましょ

う。  

 私は病気の時は早めに休み、長めに休みましょうと指導し

ていますが、昨今の状況判断は困難な場合が多くあります。

また、地域の医療状況、考えも反映されますし、園長、校長

の考えも反映されます。自己を守り、他者をいたわる考えを

持ちましょう。  

 

 また、当施設の「津病後保育室 HUG」は病後（病気の回復期）の子どもを保育

者が家庭で保育できない場合に、看護師と保育士がお預かりします。  

 

https://www.hokenkai.or.jp/kaiho/pdf/0097_311_b.pdf


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


